
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

37,356 千円

6,896 ≫千円

国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 1,153 千円
一般財源 36,203 千円

担当課
市民環境部　スポーツ振興課　高
総体推進室

課長 上野　秀徳

担当者 中竹　智子 問合せ先 0957-53-4111（内線450）

施策 0502 スポーツの振興
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　　　　　　※補正予算要求時は今回の補正予算額を除く
　　　　　　※次年度予算要求時は次年度繰越額を除く

事業名 北部九州インターハイ開催事業 拡充 予算額

事業期間 令和４年度 ～ 令和６年度 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

スポーツ基本法

北部九州ブロック（福岡、佐賀、長崎、大分の４県）でインターハイが開催されるにあたり、長崎県で９競技
の実施が決定され、本市も開催自治体としてソフトボール競技及び卓球競技大会を開催することとなったも
の。

【目的・概要】
　令和６年度北部九州ブロック（※）で開催される全国高等学校総合体育大会（インターハイ）において、県
や県高体連などの関係団体と連携を図り、本市で開催されるソフトボール競技（男女）、卓球競技（男女）大
会の成功を目指す。（令和４年度、５年度はその準備を実施。）
　競技トップレベルの高校生のプレーを間近に見ることで、高校生はもちろん、ジュニアやジュニアユース世
代の競技力向上に繋げるとともに、高校スポーツ最大の祭典であるインターハイの開催により、競技に関わる
者だけではなく、広く市民のスポーツへの関心を高めスポーツの振興を図る。

（※）福岡県、佐賀県、長崎県、大分県の４県。長崎県で、９競技（ソフトテニス・ソフトボール・ボート・
空手道・弓道・ホッケー・アーチェリー・ウエイトリフティング・卓球）の開催が決定している。

【対象】
　大会参加者、市民

県
（

県
実
行
委
員
会
）

県
高
体
連

連携

連携

R4
・市実行員会設立準備
・先進地視察
・開催準備（日程・会場確保）など

R5

・市実行員会設立
・先進地視察
・運営費試算～予算要求
・開催準備（競技役員編成・施設・用具調整など）

R6

・開催準備
 （スタッフ・広場・宿泊・輸送・式典準備など）
・競技開催
 ソフトボール女子7/21（日）～7/25（木）
 ソフトボール男子7/27（土）～7/31（水）
 卓球（男・女）8/3（土）～8/8（木）

市（大村市実行委員会）
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
Ｒ４
(実績)

Ｒ５
(計画)

Ｒ６
(計画)

Ｒ７
(計画)

Ｒ８
(計画)

開催地の視察 計画値 回 1 1 0 0 0

計画値

指標名 単位
Ｒ４
(実績)

Ｒ５
(計画)

Ｒ６
(計画)

Ｒ７
(計画)

Ｒ８
(計画)

大会の円滑な開催
（競技進行等に関わるような重大な事
故、トラブルの発生件数）

計画値 件 0 0 0 0 0

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 合計
事業費 0 141 6,896 37,356 0 0 44,393

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 1,153 1,153
一般財源 141 6,896 36,203 43,240
人件費 0 2,923 13,062 37,182 0 0 53,167
職員(人) 0.40人 1.70人 4.05人 6.15人

時間外勤務(h) 7h 350h 2200h 2557h
会計年度任用職員(人) 0.00人 0.00人 1.80人 1.80人
フルコスト 0 3,064 19,958 74,538 0 0 97,560

妥当性
(市の関与)

北部九州ブロック（福岡県、佐賀県、長崎県、大分県の４県）での開催で、長崎県では９競
技が開催される。競技実施にあたり、会場となる自治体の関与は必要不可欠である。

有効性
(施策貢献度)

高校スポーツ最大の祭典であるインターハイを開催することで、市民のスポーツへの関心が
高まり、本市のスポーツ振興に貢献することができる。また開催期間中の宿泊、飲食、交通
など多くの分野で経済効果が期待できる。

効率性
(コスト)

過去の開催自治体の実績などを参考にし、効率的な開催ができるよう努める。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 1次評価のとおり


